
知識集約型 IP 業務における Gemini 3.5 
Flash の衝撃：GDPval-AA 1656 がもたら

す複数エージェント特許調査ワークフロー

のパラダイムシフト 
Gemini 3.5 Flash 

1. 序論：AI 駆動型知的財産エコシステムの新たな地平 
知的財産（IP）ビジネス、とりわけ先行技術調査、侵害予防調査（クリアランス調査）、無効

資料調査、および特許明細書の作成といったワークフローは、現代の経済活動において最も高

度な専門知識と複雑な論理的推論を要求される領域の一つである。技術革新の指数関数的な加

速とグローバル化に伴い、世界的な特許出願件数は爆発的に増加しており、特許技術者や研究

者が手作業で膨大な技術文献や非特許文献（NPL）を分析・精査することは、もはや物理的・

認知的な限界に達しつつある 1。従来のキーワード検索に基づくデータベース検索は、同義語の

漏れや文脈の無視によるノイズの多さが課題であり、専門家による網羅的なレビューには莫大

な時間とコストが必要であった 3。 
このような IP 業務における構造的なボトルネックを根本から解消する技術的ブレイクスルーと

して、Google が 2026 年 5 月の Google I/O で発表した「Gemini 3.5 Flash」は、単なる言語

モデルのインクリメンタルなバージョンアップを超えた、実務プロセスのパラダイムシフトを

もたらすマイルストーンとして位置づけられる 4。このモデルの産業的価値を決定づける最も

重要な指標が、実世界の経済的価値を持つ知識労働タスクの遂行能力を測定するベンチマーク

「GDPval-AA」において記録された「1656 Elo」という驚異的なスコアである 4。 
本レポートでは、この GDPval-AA 1656 という指標が特許法務および R&D 実務において具体

的に何を意味するのかを解き明かす。さらに、Gemini 3.5 Flashが備える 100 万トークンのコ

ンテキストウィンドウ、従来のフロンティアモデルの 4 倍に達する推論速度、および

「Google Antigravity 2.0 」を通じた高度な自律型エージェントのオーケストレーション能力

が、複数の AI エージェントを協調させる「マルチエージェント型特許調査ワークフロー」を

いかにして机上の空論から実用的なエンタープライズ・ソリューションへと昇華させるのかに

ついて、網羅的かつ多角的な分析を提供する。 

2. GDPval-AA 1656 Elo の深層分析：実務遂行能力の定

量的評価と技術的優位性 
Gemini 3.5 Flashの特許調査能力を正しく評価するためには、まず「GDPval-AA」というベン

チマークの特異性と、その測定手法を深く理解する必要がある。従来の AI 評価指標である

MMLU（大規模マルチタスク言語理解）や AIME（数学推論）などが、抽象的な一般知識や静的



なパズルの解答能力を問うものであったのに対し、GDPval-AA は、AI モデルが「経済的価値

のある実世界の知識労働」をどこまで自律的かつ連続的に遂行できるかを測定するための実践

的なフレームワークである 7。 

2.1 実世界タスクを反映する GDPval データセットと Stirrup ハーネス 

この評価の基盤となるのは、OpenAI が 20 25 年 9 月に公開した「GDPval」データセットであ

る 10。このデータセットは、米国労働統計局（U.S. Bureau of Labor Statistics）のデータに基づ

き、米国の GDP に大きく貢献する 9 つの主要産業にわたる 44 の職業（弁護士、ソフトウェ

ア開発者、公認会計士など）における実務タスクから構成されている 10。これらのタスクは、

平均 14 年の実務経験を持つ各分野の専門家によって設計されており、単一の質問に対する短

いテキスト生成ではなく、ドキュメントの起案、スプレッドシートの構築、プレゼンテーショ

ン資料の作成、複雑なデータの抽出といった、実際のビジネス環境で要求される「成果物

（Delive rables）」の納品をモデルに要求する 9。これは、特許出願前の先行技術調査におい

て、関連文献を抽出するだけでなく、最終的に特許性の判断基準となる「クレームチャート」

や「調査報告書」を提出するという実務の要件と完全に合致する。 
独立系評価機関である Artificial Analysis は、この GDPval データセットをエージェント的な環

境でテストするために「Stirrup」と呼ばれるオープンソースのエージェントテストハーネスを

開発した 14。Stirrup は、モデルに対して制限されたサンドボックス環境ではなく、実際のシェ

ルアクセス（コマンドラインの実行権限）とウェブブラウジング機能をループ状に提供する
14。特筆すべきは、Stirrup がモデルに対して固定的なワークフローを強制するのではなく、コ

ンテキスト管理や基礎的なツール（ローカル環境、Docker、または e2b サンドボックスでの

コード実行など）を提供した上で、タスクの完了に向けたアプローチをモデル自身に選択させ

る点である 15。この環境下で、2 つの異なるモデルに同一のタスクを実行させ、その成果物を

Gemini 3 Pro などを審査員としてブラインド比較（ペアワイズ比較）することで、チェスのレ

ーティングで知られる Elo スコアが算出される 8。 

2.2 推論能力の飛躍的向上とリーダーボードにおける優位性 

この過酷で現実に即した評価環境において、Gemini 3.5 Flash は 1656.0 0 0 というスコアを叩

き出し、公式に発表されたモデルの中でリーダーボードの首位を獲得した 7。以下の表は、

GDPval-AA ベンチマークにおける主要な AI モデルの Elo スコアの比較を示している。 

順位 AI モデル名 開発企業 GDPval -AA Elo ス

コア 

1 Gemini 3.5 Flash Google  DeepMind 1656.0 0 0  

2 Claude  Sonne t 4.6 
(Adaptive /Max 

Anthropic 1633.0 0 0  



Effort)  

3 Claude Opus 4.6 Anthropic  1606.000  

-  GPT-5.2 (Extra High 
Reasoning) 

OpenAI 1442.000  

-  Gemini 3.1 Pro Google DeepMind  1317.000 

-  GLM-4.7 Zhipu AI 1185.000 

このデータが示す事実は、単なるスコアの優劣にとどまらない。わずか数ヶ月前にリリースさ

れた当時の最上位フラッグシップモデルである Gemini 3.1 Pro のスコアが 1317 であったこと

を考慮すると、Gemini 3.5 Flash の 1656 というスコアは、30 0 ポイント以上の向上を意味

し、これはインクリメンタルな改善ではなく、アーキテクチャレベルのパラダイムシフト（ス

テップチェンジ）を示している 18。Anthropic の最新推論モデルである Claude  Sonne t 4.6
（1633 Elo）や Claude  Opus 4.6（160 6 Elo）といった強力な競合モデルをも上回るこの結果

は、Gemini 3.5 Flash が、自律的にツールを選択・操作し、ウェブやデータベースから情報を

収集し、長時間の思考ループを経て複雑な成果物をまとめる「エージェント的ワークフロー」

において、極めて高い信頼性と実行能力を持つことを証明している 7。 
 



 
 

3. Gemini 3.5 Flash のアーキテクチャ特性：コスト、速

度、そして「Thinking Levels 」 
特許調査、特に無効資料調査やクリアランス調査においては、単一のプロンプトで作業が完結

することはあり得ない。数千件に及ぶ特許文献からノイズを除外しながら、関連性の高いクレ

ーム（特許請求の範囲）を絞り込む反復的な探索プロセスが必須となる。ここで、実用化の最

大の障害となっていたのが、大規模推論モデルの「遅延（レイテンシ）」と「運用コスト」で

あった 18。Gemini 3.5 Flash は、この「高品質な推論には高いレイテンシと膨大なコンピュー

ティングコストが伴う」という AI 業界の長年のトレードオフを根本から破壊したモデルであ

る 4。 

3.1 圧倒的な処理速度と経済合理性の両立 



Gemini 3.5 Flash は、他の同等レベルのフロンティアモデルと比較して出力トークン速度が 4
倍高速化されている 4。Artificial Analysis の測定によれば、毎秒 278〜289 出力トークンという

驚異的な速度を記録しており、最も近い競合モデル（gpt-oss-120 b の 246 トークン/秒）を凌

駕し、「知能 vs. 出力速度」の象限において圧倒的なトップライト（高知能・超高速）に位置

している 18。 
さらに、IP 実務において致命的となるコスト面においても劇的な改善が見られる。Gemini 3.5 

Flash の API 利用料金は、10 0 万トークンあたり入力が 9.0 0 に設定されてお

り、これは Gemini 3.1 Pro（入力 15.0 0）と比較して 40 %以上安価である 18。さら

に重要なメカニズムとして、コンテキストキャッシュ機能により、再利用されるプロンプトや

ドキュメントに対しては最大 90 %のキャッシュ割引が適用される 18。特許調査ワークフローで

は、エージェントがシステムプロンプトや基準となる自社の特許明細書（数万文字に及ぶ）を

メモリに保持したまま、外部から取得した数百件の先行技術文献を次々と比較するループ処理

を行う。このようなエージェント的ワークフローにおいて、コンテキストを安価に保持し続け

られるキャッシュ機構は、実質的な稼働コストを桁違いに引き下げ、エンタープライズ規模で

の本格的な導入を可能にする。 

3.2 動的推論を可能にする「Thinking Levels 」の導入 

Gemini 3.5 Flash のアーキテクチャにおける最も革新的なシフトの一つが、「Thinking Leve ls
（思考レベル）」の導入である 21。従来の大規模言語モデルは、挨拶のような単純な応答から

複雑な法解釈まで、すべてのリクエストに対して同じ深さの推論プロセスを実行していた。

Gemini 3.5 Flash は、タスクの複雑さに応じて使用するコンピューティングリソースと推論の

深さを動的に調整することを可能にした 23。 
これにより、開発者やエージェント管理システムは、応答速度、推論の品質、運用コストのバ

ランスを細かく制御できる。IP 業務に当てはめると、特許明細書からの書誌事項（出願日、発

明者、IPC 分類など）の抽出や、単純なテキストの要約といった定型作業には「低レベルの思

考（超高速・低コスト）」を割り当てる。一方で、対象特許のクレーム要件が先行技術に開示

されているかを当業者（PHOSITA）の観点から評価し、均等論（Doctrine  of Equivalents）に基

づく実質的な機能や効果の同一性を論理的に解析する際には、「高レベルの思考（適応的推

論・高品質）」を割り当てるといった、コスト効率と精度を極限まで高めたハイブリッドなエ

ージェント設計が実現する 11。 

3.3 大容量コンテキストとマルチモーダル推論の融合 

Gemini 3.5 Flash は、Gemini 3 Flash から継承したネイティブな 10 0 万トークン（英文で約

1,0 0 0〜2,0 0 0 ページ相当）の超大容量コンテキストウィンドウを標準でサポートしている
19。法務および IP タスクにおいて、この容量は極めて重要である。契約書や特許明細書を要約

や抜粋の形でエージェントに渡すと、文脈が断絶し、権利解釈において致命的な誤謬

（Context Rot）が生じる危険性が高い 19。10 0 万トークンのウィンドウは、基準となる特許文

書全体と、数十件の関連先行技術文書をすべて一度にモデルのメモリ上に展開し、一気通貫で



相互参照しながら論理的な矛盾のない分析レポートを出力することを可能にする 27。 
さらに、特許文書の技術的特徴の多くはテキストではなく「図面（Drawings）」によって表現

される。機械構造の特許や、ソフトウェアのシステム構成図、ユーザーインターフェースの遷

移図などは、テキスト情報だけでは発明の全容を正確に把握することが不可能である。Gemini 
3.5 Flash はネイティブなマルチモーダルモデルとして設計されており、複雑なチャートや図表

からの情報合成能力を測る「CharXiv Reasoning」ベンチマークにおいて 84.2%、「MMMU-
Pro」において 83.6%というトップクラスの視覚理解スコアを記録している 4。これにより、画

像処理を専門とする AI エージェントに特許の PDF 図面を直接読み込ませ、明細書のテキスト

内にある部品番号（例：「第 1 のギア 10 は、第 2 のギア 20 と噛合し…」）と画像上の要素を

空間的に紐付けて技術構造を立体的に理解させるワークフローが、実用的な精度で稼働するよ

うになる 2。 
以下の表は、Gemini 3.5 Flash が達成した主要ベンチマークのスコアを示している。これらの

指標は、モデルが高速・低コストでありながら、コーディングから視覚的推論まで、フロンテ

ィアモデルに匹敵する知能を有していることを裏付けている。 

ベンチマーク指標 テスト対象の能力 Gemini 3.5 Flash スコア 

GDPval-AA 経済的価値のある知識労働

（エージェント性能） 
1656 Elo 

CharXiv Reasoning 複雑な図表からの情報合成

（マルチモーダル推論） 
84.2% 

MCP Atlas スケールされたツール使用

能力 
83.6% 

Terminal-Bench 2.1 ターミナル環境における自

律的タスク実行（コーディ

ング） 

76.2% 

Finance  Agent v2 財務分析および意思決定 57.9% 

4. マルチエージェント・パラダイムと特許調査・分析の

再構築 



Gemini 3.5 Flash の能力を最大限に引き出し、IP 業務を根本から変革するアーキテクチャが

「マルチエージェント・システム」である。従来の AI を用いた特許調査は、強力な LLM に対

して長文のプロンプトを与え、一括して要約や類似特許の検索を試みる「単一プロンプト型

（Single -Agent）」のアプローチが主流であった 1。しかし、特許文書は極めて難解な専門用

語、冗長な表現、そして特有の法理的構造（独立クレーム、従属クレーム、明細書、図面）で

構成されており、単一のモデルが一度の推論で「技術の要約」「先行技術との対比」「法的な

権利範囲の解釈」を同時に行うと、情報が欠落したり、事実とは異なる内容を出力するハルシ

ネーション（幻覚）が頻発する問題があった 19。 
この限界を突破する概念が、「分割統治（Divide -and-Conquer）」の原則に基づくマルチエー

ジェント・アプローチである。複雑で多面的な IP タスクを細分化し、それぞれの役割に特化し

た複数の自律型エージェントを協調させることで、精度と網羅性を飛躍的に高める手法である
30。 

4.1 EvoPat モデルが実証する役割分担型アーキテクチャの有効性 

マルチエージェントによる特許調査の有効性と具体的な実装方法を示す代表的な研究として、

SynMatAI Tech の Wang らが 20 24 年 12 月に発表した「EvoPat（A Multi-LLM-Based Patents 
Summarization and Analysis Agent）」が挙げられる 1。EvoPat は、膨大な特許情報を単一のモ

デルに丸投げするのではなく、データの前処理から分析、レポート生成までを体系化し、以下

の 5 つの専門エージェントを編成して協調させている 1。 

エージェント名 主な役割と機能 分析の焦点 

革新点担当エージェント 
(Innovation Agent) 

特許文書から核心となる新

規性や進歩性を抽出し、従

来技術との差異を特定す

る。 

発明の要旨と解決すべき課

題 

実装方法担当エージェント 
(Implementation Agent) 

特許に記載された具体的な

実施形態、製造プロセス、

アルゴリズムのフローを時

系列や構造ごとに解析す

る。 

技術の実現可能性と具体的

手順 

技術詳細担当エージェント 
(Technical De tails Agent) 

実験データ、環境条件、パ

ラメータ範囲、特定のデー

タポイントなど、付随する

微細な技術要件を抽出す

均等論や数値限定要件の評

価基盤 



る。 

水平比較担当エージェント 
(Horizontal Comparison 
Agent) 

Google  Patents API 等の外

部データベースに自律接続

し、関連特許を検索して横

断的な比較分析を実行す

る。 

先行技術調査、FTO（侵害

予防）分析 

学術方向担当エージェント 
(Academic Direction Agent) 

Semantic  Scholar 等の学術

API と連携し、特許の背景

にある科学的原理や最新の

論文動向（NPL）を追跡す

る。 

学術的裏付けと将来の技術

動向予測 

これらのエージェントは孤立して動くのではなく、高度なデータ処理パイプラインによって統

合されている。EvoPat は、PDF から抽出した特許テキストから不要なノイズ（HTML タグや

ストップワード）を除去し、「BGE-M3」埋め込みモデルを使用してテキストを高次元ベクト

ルに変換する。このベクトルデータは、GPU アクセラレーションをサポートし数十億のベクト

ルを高速に処理できる「Faiss」データベースに保存される 2。各エージェントは、Retrieval-
Augmented Generation（RAG）技術を用いてこのデータベースやオンラインの API から必要

な情報を正確に検索（グラウンディング）し、事実に基づいた分析を行う 1。 

4.2 単一モデルに対するマルチエージェントの圧倒的優位性 

EvoPat の研究では、このマルチエージェントシステムと、強力な単一汎用モデル（GPT-4o）
を用いた分析結果との直接比較が行われている。その結果は、エージェント協調型アプローチ

の圧倒的な優位性を示すものであった。 
自動評価指標を用いたテストにおいて、EvoPat は GPT-4o をすべての言語生成指標で上回っ

た。特に、生成されたテキストと参照テキストの重複を測る ROUGE-L スコアにおいては、

GPT-4o が 0 .10 79 であったのに対し、EvoPat は 0 .20 81 とほぼ 2 倍の精度を記録した 1。意味

的な類似性を評価する BERTScore においても、EvoPat が継続的に高い F1 スコア（0 .7616 vs 
0 .7540）を示している 1。 
さらに決定的なのは、知財領域の専門家による定性的な人間評価（5 点満点）の結果である。

以下の表は、両システムの専門家による評価スコアを比較したものである。 

評価項目

（Aspect ） 
EvoPat (マルチエー

ジェント) 
GPT-4o (単一モデ

ル) 
評価の観点 



情報量 (Information 
Volume) 

4.82 4.13 必要な技術的詳細や

背景が網羅されてい

るか 

豊富さ (Richness) 4.85 3.95 多角的な視点（技

術、法務、学術）か

らの分析があるか 

一貫性 
(Consistency) 

4.63 4.55 長文レポート内で論

理の破綻や矛盾が生

じていないか 

信頼性 (Re liability) 4.89 4.72 幻覚（ハルシネーシ

ョン）がなく事実に

基づいているか 

拡張性 
(Extensibility) 

4.34 2.79 外部情報とのリンク

や将来展望が提示さ

れているか 

特筆すべきは、「拡張性（Extensibility）」と「情報量（Information Volume）」における顕著

な差である。単一の LLM は特許文書の文面を要約することには長けているが、外部データベー

スから類似特許を引き出し、学術論文と紐付けるような動的な情報統合（拡張性）は、専門エ

ージェントを連携させない限り不可能に近い 1。この結果は、複雑な特許分析において、単一の

巨大モデルに依存するのではなく、タスクに特化してファインチューニングされたエージェン

トの集合体（メタエージェントとエキスパートエージェントの組み合わせ）を利用する方が、

実務家が求める水準の成果物を生成できることを如実に示している 32。 
 



 
 

5. 次世代の特許検索ワークフロー：構成要件対比と先行

技術マッピングの自動化 
マルチエージェント・アーキテクチャの理論的優位性が確立された現在、Gemini 3.5 Flash の

実装によって IP 業務の中核である「構成要件対比（Element-by-Element Analysis）」の自動

化が現実のものとなっている。 

5.1 構成要件ごとの精密なクレームマッピング 

侵害予防調査（FTO）や特許無効化調査において、単に類似した技術分野の特許を見つけるだ

けでは法的な意味をなさない。必要とされるのは、自社の製品仕様や対象となる特許のクレー



ムを個別の技術的構成要素（Elements）に分解し、それらが先行技術のどの段落、図面、また

はクレームに記述されているかを一つ一つ突き合わせる作業である 24。この要素ごとの比較

は、構造的な一致だけでなく、対象物が実質的に同じ機能（Function）を同じ方法で果たして

いるかを評価する「機能的分析（Functional Analysis）」を伴う 24。 
Gemini 3.5 Flash のエージェント性能を活用したシステム（例えば、Invalidator LLM のような

アプローチ）では、メタエージェントが特許の独立クレームを論理的な要素に分解し、複数の

サブエージェントにタスクを分散させる。各サブエージェントは、割り当てられた特定の構成

要素について、数百万件の特許および非特許文献のデータベースを自律的に探索する。この

際、単純なキーワードの検索ではなく、技術的特徴をベクトル化して意味的に類似した先行技

術を特定し、該当する段落番号や図面番号まで精密にマッピングした「クレームチャート（無

効資料対比表）」を自動生成する 37。Gemini 3.5 Flash の 10 0 万トークンのコンテキストウィ

ンドウと高い推論能力により、この複雑なマッピング作業が文脈を失うことなく高速に実行さ

れる。 

5.2 ナレッジグラフとイノベーション理論の統合：IdeaForge アプローチ 

さらに高度な応用として、複数の推論手法とナレッジグラフを統合したマルチエージェントフ

レームワークが研究されている。「IdeaForge」と呼ばれるシステムは、特許クレームの生成

や先行技術の分析において、TRIZ（発明的問題解決理論）、デザイン思考（Design 
Thinking）、SCAMPER といった異なるイノベーション手法をそれぞれ専門のエージェントに

担当させる 38。 
これらのエージェントは独立して動作するが、抽出された「技術的矛盾の克服」「ユーザーニ

ーズの充足」「形態の変換」といった洞察は、「FalkorDB」という永続的なナレッジグラフ上

にエンティティや関係性として書き込まれる。IdeaForge の革新性は、複数の手法から独立し

て導き出されたクレームや技術的特徴が、グラフ上で交差・収束（CONVERGENT 
re lationships）するポイントを特定できる点にある 38。Gemini 3.5 Flash をこのフレームワーク

の推論エンジンとして採用することで、単なる文献の検索を超えて、先行技術間の隠れた技術

的関連性をネットワーク構造として可視化し、より強固な無効理由の論理構築や、競合の隙間

を突く新たな特許クレームの自動起案が可能となる。 
 



 
 

6. Google Antigravity 2.0 によるエージェントオーケス

トレーションの産業実装 
前述の高度なマルチエージェント理論やクレーム分析を、企業の実際の業務環境でスケーラブ

ルに稼働させるためには、複数の自律型エージェントのライフサイクルを管理し、エラーを監

視し、結果を統合する堅牢なインフラストラクチャが必要である。Google が Gemini 3.5 Flash
の開発と並行して構築し、同時に発表したエージェントファースト開発プラットフォーム

「Google  Antigravity 2.0」は、まさにこの複雑なオーケストレーションを担う「ミッションコ

ントロール（運用管制室）」として機能する 22。 

6.1 エージェントファーストの設計思想と Antigravity の機能 

Antigravity 2.0 は、開発者が手動でコードを書くのを支援する従来のコーディングアシスタン

ト（単なるオートコンプリートツール）から根本的に脱却し、AI を「計画、実行、検証、反復

を最小限の人間介入で自律的に行うアクター」として位置づけている 39。Gemini 3.5 Flash は

この Antigravity プラットフォームにおけるデフォルトの推論エンジンとして最適化されてお

り、その高速性と知能をフルに発揮する 40。 



IP 業務における Antigravity の特筆すべき機能と応用可能性は以下の通りである。 
1. 動的サブエージェントと並列実行（Dynamic Subagents ）: 複雑な特許調査において、

親エージェント（メタエージェント）がタスクを分割し、数十個のサブエージェントを

動的に生成して並列稼働させることができる 40。例えば、10 個のクレームを含む特許の

無効調査を行う際、10 個の独立した検索エージェントを同時に起動し、それぞれが異な

るクレーム要素についてデータベースを探索することで、調査時間を劇的に短縮する。 
2. スケジュールタスクによるバックグラウンド自動化: 定期的なタスク実行機能により、指

定した競合他社の最新の特許出願公開状況を 24 時間体制で自律的に監視（特許ウォッチ

ング）させることが可能となる 40。エージェントは新着特許を読み込み、自社製品の抵

触リスクをスコアリングしてダッシュボードを自動更新する。 
3. 永続的・分離環境（Persistent, Isolated Environments ）: エージェントとのセッション

ごとに、すべてのファイル、取得したデータ、推論の状態が永続的に保存され、環境が

分離される 40。これにより、数日間に及ぶ長期間の検索ワークフローや、途中で人間の

弁理士が結果をレビューして検索方針を修正し、エージェントに再実行させるといった

「ヒューマン・イン・ザ・ループ（HITL）」のプロセスが極めて容易に構築できる 40。 
4. Google Workspace とのネイティブ統合: 発見した先行技術や生成されたクレームチャ

ートを、Google  Docs や Shee ts といった既存のビジネスツールに直接出力・整形する

プロセスがシームレスに連携される 20。 
開発者は、GUI を備えたスタンドアロンのデスクトップアプリケーションである Antigravity 
2.0、ターミナル上で高速に動作する Antigravity CLI、あるいは自社のクラウドインフラ上でカ

スタムエージェントを構築するための Antigravity SDK を選択して、自社の IP 業務要件に合致

した環境を柔軟に構築できる 40。 

7. 企業知財部門におけるビジネスインパクト：実用化の

最前線 
AI による特許検索ワークフローの実用化は、研究機関や開発者向けのデモンストレーションの

段階を越え、すでにエンタープライズ向けの商用ソリューションとして市場に導入されつつあ

る。これらのソリューションは、Gemini 3.5 Flash のようなエージェント性能の高いモデルを

利用することで、知財部門の業務プロセスに破壊的な効率化をもたらしている。 

7.1 「非一致条件」の自律的言語化によるクリアランス調査の革新 

具体的な実用例として、ストックマーク株式会社が提供する製造業向け AI エージェント

「Aconnect」の特許調査エージェント機能が挙げられる 45。Aconnect は、企業の R&D 現場

における先行技術調査やクリアランス調査を AI が自律的に遂行し、開発の手戻りや特許リス

クを早期に検知するシステムである 45。 
特許調査の実務において最も困難かつ時間を要するのは、検索ヒットした数万件の文献から

「自社技術と関連性がないもの（ノイズ）」を的確に排除するスクリーニング作業である。こ

れまでは、検索式にどのような「除外キーワード（NOT 検索）」を設定すれば有効にノイズを

弾けるかを、調査担当者が長年の経験と勘に基づいて試行錯誤しながら捻り出していた 47。 



Aconnect に実装された「非一致条件 AI サジェスト機能」は、この属人的な課題を AI の推論

能力で解決する 48。ユーザーが開発テーマ（自社技術の概要）を入力すると、AI エージェント

がその技術の本質を理解し、「このテーマであれば、このような技術分野や特定の用途は調査

対象から除外（非一致）してよいのではないか」という除外条件の候補を言語化して自律的に

提案する 48。Gemini 3.5 Flash のような高い GDPval-AA スコアを持つモデルは、この「技術間

の差異を論理的に言語化する」という高度な推論タスクにおいて極めて高い能力を発揮する。

これにより、ノイズの少ない高精度な特許リストが迅速に作成され、調査工数が劇的に削減さ

れる。 
さらに、これらのエージェントは欧州特許庁（EPO）などの国際的な特許データベースとも連

携しており、専門的な技術翻訳や検索式の調整を意識することなく、グローバルな範囲での網

羅的な特許探索を実現している 46。 

7.2 ROI の劇的改善と「防衛」から「戦略」への知財部門の転換 

Gemini 3.5 Flash の高いエージェント性能と、前述したキャッシュ割引による圧倒的な低コス

ト運用（最大 90 %オフ）は、企業知財業務の ROI（投資対効果）を根底から改善する 18。 
従来、詳細な先行技術調査や FTO 調査は、外部の特許法律事務所や調査会社に依頼すると多額

の費用と数週間の時間を要するため、製品の仕様がほぼ固まった「出願直前」や「ローンチ直

前」のタイミングでしか実施できないケースが多かった 47。しかし、Gemini 3.5 Flash を活用

したマルチエージェントシステムを導入することで、研究開発の初期段階（構想段階）から、

日々の進捗に合わせて何度でも、低コストかつ瞬時に網羅的なリスクチェックを行うことが可

能となる。 
この変化は、知財部門の組織内における役割を根本的に変容させる。マクロデータが示す通

り、AI 技術を業務プロセスに統合した組織は、従来の手動プロセスに固執する組織に対して圧

倒的な競争優位性を築きつつある 52。知財部門は、発明者からのヒアリング結果を処理し、外

部事務所との連絡調整を行う「法務手続きの遂行・防衛部門」から脱却し、AI エージェントが

収集・分析した他社の特許ポートフォリオの脆弱性や空白地帯を特定し、自社の研究開発の方

向性を経営陣に提言する「戦略的なビジネス創出の中核部門」へと進化しなければならない
52。 

8. 実装における課題とリスク緩和戦略（ハルシネーショ

ン対策） 
Gemini 3.5 Flash と複数エージェントワークフローの組み合わせは IP 実務において革命的であ

るが、法的拘束力を伴う特許実務への完全なデプロイに向けては、AI 特有の技術的リスクに対

する厳密な緩和戦略が必要不可欠である。 

8.1 致命的リスクとしてのハルシネーションとその抑制 

特許法務の世界では、微小な事実誤認が企業の存続を揺るがす数億円規模の侵害訴訟リスクに

直結する。AI が「存在しない特許番号をでっち上げる」、あるいは「先行技術文献に記載され

ていないクレーム要件を勝手に追加して解釈する」といったハルシネーション（幻覚）は絶対



に回避しなければならない 31。 
Artificial Analysis の評価によれば、Gemini 3.5 Flash のハルシネーション率は、前世代の

Gemini 3 Flash と比較して 31 ポイント低下し（61%）、大幅な改善を見せている 21。また、事

実に基づく正確性を測定する AA-Omniscience テスト等の指標によっても、その推論の信頼性

は担保されている 8。しかし、特許実務においてこのリスクをゼロに近づけるためには、モデ

ル単体の学習データに基づく推論に依存するのではなく、RAG（Retrieval-Augmented 
Generation：検索拡張生成）アーキテクチャの厳格な適用が必須となる 1。 

8.2 RAG とグラウンディングによる事実性の担保 

具体的には、エージェントが特許情報を分析する際、USPTO（米国特許商標庁）、EPO、J PO
（日本国特許庁）などが提供する公式の特許データベースや、Google  Patents 等の信頼できる

検索 API から取得した一次情報のみを「グラウンド・トゥルース（正解データ）」としてコン

テキストウィンドウに固定する 1。 
そして、エージェントに対するシステムプロンプト（命令）において、「提供された外部デー

タベースのテキスト情報のみに基づいて対比を行うこと」「文脈にない情報を推測で補完しな

いこと」「各分析結果に対して、必ず引用元の文献番号と段落番号を明記すること」といった

厳格な制約（プロンプトエンジニアリングの具体化）を課す 31。このように、モデルの役割を

「知識の引き出し」から、与えられた確実な情報の「抽出」と「論理的対比・推論」に限定す

ることで、ハルシネーションのリスクを劇的に最小化することができる 31。また、PatExpert
フレームワークのように、システム内に「批判エージェント（Critique  Agent）」を独立して

配置し、他のエージェントが生成したクレームチャートや要約に論理的飛躍や事実誤認がない

かを相互監視させるフィードバックループを構築することも極めて有効である 32。 

9. 結論 
Gemini 3.5 Flash が達成した「GDPval-AA 1656 Elo」というベンチマークスコアは、AI モデル

が単なる「高機能なチャットボット」から、「複雑で経済的価値を生み出す自律的ナレッジワ

ーカー」へと決定的な進化を遂げたことを示す、歴史的な転換点である。 
特許調査、侵害予防調査、無効資料の探索といった IP 業務は、極度に専門的で長大なコンテキ

ストを扱い、複数の技術文献間で精密な論理対比を要する、知識労働の最たるものである。

Gemini 3.5 Flash が提供する「10 0 万トークンの文脈保持能力」、「他を圧倒する出力速度と

キャッシュ機構による低コスト運用」、そして「Antigravity 2.0 による高度なエージェント統

括能力」は、EvoPat のようなマルチエージェント・アーキテクチャを机上の空論から、企業の

知財戦略を根底から支えるスケーラブルな実用インフラへと押し上げた。 
今後、テクノロジー企業や研究機関における IP ビジネスの成否は、「いかに人間が長大な特許

明細書を読み込むか」ではなく、「いかに自社の技術領域に特化した優秀な特許分析エージェ

ントチームを設計し、Gemini 3.5 Flash のようなフロンティア AI を効果的に指揮（オーケスト

レーション）できるか」にかかっている。このパラダイムシフトを理解し、AI エージェントシ

ステムを IP 戦略のコアプロセスに適応させた組織のみが、圧倒的なスピードで技術的競合優位

性を確立し、来るべき AI 主導の知財エコシステムにおける勝者となるだろう。 
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